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ＪＲ東日本では現在、在来線６６線区中４７線区でワンマン運転が実施、さらに今後は

常磐緩行線、南武線、横浜線と計画されています。一方で「車載用ホームモニタシステム」

による視認性や死角の問題、接続等の案内に関わる問題は遅々として進んでいません。  

収益確保と効率化に注力するあまり、多発する安全問題やサービス品質 

の低下を見過ごすことはできません。現在の短・中編成ワンマン運転に 

おける課題解決なしに、今後のワンマン運転の拡大および長編成ワンマ 

ン運転実施は到底容認することはできません。 

１．短・中編成ワンマン運転実施における事故・事象の発生件数並びに原因と

対策を具体的に明らかにすること。 

２．「車載用ホームモニタシステム」に関する故障発生件数並びに故障原因、 

改修実績を具体的に明らかにすること。また、カメラの定期清掃の在り方

及び経年劣化に対する考え方を明らかにすること。 

３．「車載用ホームモニタシステム」において「赤化」「白化」が発生し、安全

を阻害していることから対策を実施すること。また、ワンマン運転実施線

区における駅設備としてホーム屋根を設置するとともに照明設備との照度

調整等の改善を図ること。 

４．ワンマン運転時の起動開始時に触車や戸挟み等が発生したことに対する 

見解と対策を示すとともに、駅ホームにおける安全確保のための整備を 

行うこと。 

５．ワンマン運転の実施にあたっては、輸送品質・安全品質・サービス品質   

及び線区の特情を考慮した列車運行計画と車両・ホーム設備を構築した 

うえで実施すること。 

６．今申し入れに対する回答及び団体交渉は２０２４年４月３０日までに  

実施すること。 
 

ワンマン運転実施における諸課題の解決
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ワンマン運転実施における諸課題の解決を求める申し入れ

（回答）

 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

◆ 

 

中編成ワンマン運転実施線区における以下の事故・事象の発生件数を求める! 

修正回答を検討することを確認し、





 

2024,08,05 0 2 2

 

 
ワンマン運転実施における諸課題の解決

第２回交渉から引き続き

「乗降扱い中、列車が流転した事象」 

 

（回答）故障の対応並びに改修については発生の都度行っている。また、カメラの清掃は定期的に行っている。 

（回答）乗降状態が確認できない場合は、車載ホームモニタシステムが故障した場合の取扱いを行うこととなる。なお、ホーム屋
根の設置や照明設備の照度調整等については、必要により対応する考えである。 
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ワンマン運転実施における諸課題の解決

（補足回答）メーカーとの契約事項であり具体的な回答は控えるが酷暑期でも対応できる。寿命は 10～15年を想定し
ている。 

（回答）起動開始時にお客さまが危険な状況にない事を確認し運転を行うこととなる。なお、必要な対応は行っていく考えである。 

第３回交渉での車載カメラの熱による影響、経年劣化について補足回答が示される
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✓ 

✓ 

＜原因＞ 

朝の通勤時間帯（7:３０頃）は、京浜急行線からのお乗り換えのお客さまが一定数おり、ホーム上が混雑し

ていた。 運転士は起動開始時に白杖挟まりを認めておらず、お客さまと列車との接触はなかった。 

＜対策＞ 

一呼吸を置いたドア扱いやワンマンミラーで確認が難しい場合には目視での確認を再徹底した。また冬は

朝日が  眩しいために日よけに黒いシートを貼る対策を講じた。これ以降、同種事故は発生していない。 

ワンマン運転実施における諸課題の解決

（回答）ワンマン運転については、線区の特
情等を踏まえ、必要な対応を行い
実施する考えである。 

４項途中より議論を再開

✓ 

✓ 

＜車両＞ ホーム検知センサの精度を上げるために、試運転列車を用いホームの改良や、停止位置の変更などを行

い、ホーム検知センサの誤動作による誤開扉がないよう対策を講じている。 

＜乗換駅での接続について＞ 基本的には指令・駅・乗務員の三位一体でやるが、八高線の高麗川駅では指令のシス

テムの改修を行い、接続をとれるようにしている。また、青梅線の青梅駅では指令か

ら知得した情報を運転士に乗務員無線を用いて情報提供を行っている。 

＜編成両数の減について＞ ワンマン運転に起因するものではなく、ご利用状況を見ながら列車ダイヤを設定してい

る。引き続き、関係する自治体とコミュニケーションはとっていく。 

〇車内にゴミが散乱するなど車内秩序の低下 
〇列車遅延時、乗換駅での接続ができなくなり長時間、駅で待たざるを得ない 
〇車掌がいなくなることによるサービスの低下 
〇日光線や東北本線で現れている編成両数を減らすことによる混雑率の上昇 
〇編成両数の勘違いによるホーム柵を超えてのドア開扉 


